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(57) 要約： 複数の分割画像 を合成することな く撮影対象の画像 を生成 し
て、分割画像の境界位置または領域に基づいた意図 しない診断を防止する
バ一チヤルスライ ドシステム等に用いる画像処理装置を提供する。 撮像
範囲が互いに重複領域を有するように撮像 された、撮影対象の分割画像
データに基づいて前記撮影対象の表示用の画像データを生成する画像処理
装置であって、前記複数の分割画像データを取得する画像データ取得手段
と、前記重複領域について、前記複数の分割画像データか ら表示させる画
像データを自動で選択する画像データ選択手段と、前記重複領域を、前記
画像データ選択手段で選択された前記分割画像データを用いて画像表示装
置に表示させる表示制御手段と、を有する。
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明 細 書

発明の名称 ：

画像処理装置、画像表示システム、画像処理方法および画像処理 プログラ

ム

技術分野

[0001 ] 本発明は、画像処理装置に関 し、特 に撮影対象観察のためのデジタル画像

処理 に関する。

背景技術

[0002] 近年、病理分野において、病理診断のツールである光学顕微鏡の代替 と し

て、 プレパラー トに載置された被検試料 （検体）の撮像 と画像のデジタル化

によってデ ィスプレイ上での病理診断を可能 とするバ一チヤルスライ ドシス

テムが注 目を集めている。バ一チヤルスライ ドシステムを用いた病理診断画

像のデジタル化により、従来の被検試料の光学顕微鏡像 をデジタルデータと

して取 り扱 うことが可能 となる。その結果、遠隔診断の迅速化、デジタル画

像 を用いた患者への説明、希少症例の共有化、教育 ' 実習の効率化、などの

メ リッ 卜が得 られると期待 されている。

[0003] 光学顕微鏡 と同等程度の操作をバ一チヤルスライ ドシステムで実現するた

めには、 プレパラー ト上の被検試料全体をデジタル化する必要がある。被検

試料全体のデジタル化により、バーチヤルスライ ドシステムで作成 したデジ

タリレデータを P C ( P e r s o n a I C o m u t e r ) や ワークステ一

シ ョン上で動作するビューヮソフ トで観察することができる。被検試料全体

をデジタル化 した場合の画素数は、通常、数億画素か ら数十億画素 と非常に

大 きなデータ量 となる。

[0004] バーチャルスライ ドシステムで作成 したデータ量は膨大であ り、 ビューヮ

で拡大 縮小処理 を行 うことでミクロ （細部拡大像）か らマクロ （全体俯瞰

像）まで観察することが可能 とな り、種 々の利便性 を提供する。必要な情報

を予めすベて取得 してお くことで、低倍画像か ら高倍画像 までユーザーが求



める解像度 倍率による即時の表示が可能となる。また、取得 したデジタル

データを画像解析 し、例えば細胞の形状把握や個数算出、細胞質と核の面積

比 （N / C 比）を算出することで、病理診断に有用な種々の情報の提示も可

能となる。

[0005] このような検体の高倍率画像を得る技術として、検体を部分的に撮像 した

高倍画像を複数用いて検体全体の高倍画像を得る方法が考えられている。具

体的には、特許文献 1 には、検体を小区画に分割 して撮像 し、それよつて得

られた小区画における画像を繋ぎ合わせて検体の合成画像を表示する顕微鏡

システムが開示されている。特許文献 2 には、顕微鏡のステージを移動 して

複数回撮像することにより、検体の部分画像を複数枚得て、それらの画像の

歪みを補正 して繋ぎ合わせる画像表示システムが開示されている。特許文献

2 では、繋ぎ目の目立たない合成画像を作成 している。特許文献 3 には、才

—バ一ラップして撮像 した重複領域のうち何れを選択するかをュ一ザ一が指

定することで、仮に重複領域内の画像が一致 していない場合でもュ一ザ一が

望む合成画像が得 られる画像合成装置が開示されている。

先行技術文献

特許文献

[0006] 特許文献1 ：特開 2 0 0 7 _ 1 2 1 8 3 7 号公報

特許文献2 ：特開 2 0 0 - 3 4 3 7 4 号公報

特許文献3 ：特開 2 0 0 7 _ 2 1 8 3 7 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0007] 特許文献 1 の顕微鏡システム及び特許文献 2 の画像表示システムで得 られ

た合成画像中の繋ぎ目部分は、不可避的に生 じる部分画像間の位置ずれや、

歪み補正等によるァ一ティファク 卜の影響により、光学顕微鏡を用いて病理

医が観察 した場合とは異なる画像となっている可能性が高い。にもかかわら

ず、そのような精度の高い診断が難 しくなる可能性を認識することなく、合



成 画像 に対 して診 断 を行 う と、 合成 画像 の繋 ぎ 目部 分 が診 断 の対 象 とな った

場 合、 精 度 の高 い診 断 が し難 くな る とい う問題 が あ った。 また、 特 許 文献 3

に よ る合成 画像 の生成 は、 ユ ーザ ー が重複領 域 の画像 をみ て指 定 す る構 成 の

ため、標 準 的 な画像 デ ー タ と して数 百枚 か ら数 千枚 の分 割 画像 か ら構 成 され

る病 理 画像 を対 象 と した場 合 には、 ユ ーザ ー が指 定 す る作業 は膨 大 な もの と

な る。 その結 果、 実 用 的 な時 間 で の画像 の合成 が 困難 で あ る とい う問題 が あ

つた。

課題 を解決するための手段

[0008] 本 発 明 は、 撮 像 範 囲 が互 い に重複領 域 を有 す る よ うに撮 像 され た、

撮 影 対 象 の分 割 画像 デ ー タ に基 づ いて前 記撮 影 対 象 の表 示 用 の画像 デ ー タ

を生成 す る画像 処理 装 置 で あ って、

前 記複 数 の分 割 画像 デ ー タ を取得 す る画像 デ ー タ取得 部 と、

前 記 重複領 域 につ いて、 予 め設 定 され た条 件 に基 づ いて前 記複 数 の分 割 画

像 デ ー タか ら

表 示 させ る画像 デ ー タ を 自動 で選 択 す る画像 デ ー タ選 択部 と、

前 記 重複領 域 を、 前 記 画像 デ ー タ選 択部 で選 択 され た前 記 分 割 画像 デ ー タ

を用 いて

画像 表 示装 置 に表 示 させ る表 示制 御 部 と、

を有 す る こ とを特 徴 とす る画像 処理 装 置 に関 す る。

[0009] また、 本 発 明 は、 少 な くとも、 画像 処理 装 置 と画像 表 示装 置 を有 す る画像

表 示 シ ス テ ム にお いて、 上 記 の画像 処理 装 置 を有 し、 前 記 画像 処理 装 置 か ら

送 られ て くる撮 影 対 象 の画像 デ ー タ に基 づ いて、 分 割 画像 を選 択 して表 示 す

る画像 表 示装 置 を有 す る画像 表 示 シ ス テ ム に関 す る。

[001 0] また、 本 発 明 は、 撮 像 範 囲 が互 い に重複領 域 を有 す る よ うに撮 像 され た撮

影 対 象 の分 割 画像 デ ー タ を取得 す る画像 デ ー タ取得 工程 と、

前 記 重複領 域 につ いて、 前 記複 数 の分 割 画像 デ ー タか ら予 め設 定 され た条

件 に基 づ いて

表 示 させ る画像 デ ー タ を 自動 で選 択 す る画像 デ ー タ選 択 工程 と、



前記重複領域 で、前記表示画像 デー タ選択工程 で選択 された前記分割画像

デー タを用 いて

前記撮影対象 の画像 デー タを生成 す る表示画像 デー タ生成工程 と、 を有 す

る ことを特徴 とす る画像処理方法 に関す る。

[001 1] また、本発 明は、撮像範 囲が互 いに重複領域 を有 す るよ うに撮像 された、

撮影対象 の分割画像 デー タを取得 す る画像 デー タ取得 ステ ップと、

前記重複領域 について、前記複数 の分割画像 デー タか ら予め設定 された条

件 に基 づいて

表示 させ る画像 デー タを選択 す る画像 デ一 タ選択 ステ ップと、

前記重複領域 で、前記表示画像 デー タ選択工程 で選択 された前記分割画像

デー タを用 いて

前記撮影対象 の画像 デー タを生成 す る表示画像 デー タ生成 ステ ップと、

をコン ピュー タに実行 させ る ことを特徴 とす るプログラム に関す る。

発 明の効果

[001 2 ] 本 発 明の提供 す る好適 な画像処理装置、画像表示 シ ス テ ム 、 画像処理方法

及び画像処理 プログラム によれ ば、原画像 とは異 な る合成画像 の合成箇所 に

基 づ く、精度 の高 い診断が し難 くな る ことを防止す る ことがで きる。

図面 の簡単 な説明

[001 3 ] [ 図 1] 本発 明の画像処理装置 の一例 を用 いた画像表示 シ ス テ 厶 の装置構成例 の

全体 図 を示 す。

[ 図2] 本発 明の画像処理装置 の一例 を用 いた画像表示 シ ス テ ム における撮像装

置 の機 能 プロック図の例 を示 す。

[ 図3] 第 1 実施形態 の画像処理装置 の機 能 プロック図の一例 を示 す。

[ 図4 ] 第 1 実施形態 の画像処理装置 のハ 一 ドウエア構成 図の一例 を示 す。

[ 図5] 優 先度指定の概 念 を説 明す る図であ る。

[ 図6] 第 1 実施形態 の表示画像 デー タの生成 の流れの一例 を示 す図であ る。

[ 図7] 第 1 実施形態 の優先表示 の流れの一例 を示 す図であ る。

[ 図8] 第 1 実施形態 の表示画面 の一例 を示 す。



[ 図9] 第 1 実施形態の外部からの指示による表示画面の変更例を示す概念図で

ある。

[ 図10] 第 2 実施形態の画像処理装置の機能プロック図の一例を示す。

[ 図11] 第 2 実施形態の画像の優先度の自動切 り替えの概念を説明する図であ

る。

[ 図12] 第 2 実施形態の表示画像データの生成の流れの一例を示す図である。

[ 図13] 第 2 施形態の優先表示の流れの一例を示す図である。

[ 図14] 第 3 実施形態の画像処理装置の機能プロック図の一例を示す。

[ 図15] 第 3 実施形態の表示画像データの生成の流れの一例を示す図である。

[ 図16] 第 2 実施形態の画像処理装置の一例を用いた画像表示システムの一例

の全体図を示す。

発明を実施するための形態
[0014] 以下、図面を参照 しながら本発明の実施の形態を説明する。

[001 5] 本発明の好適な実施の形態に係る画像処理装置は、撮像範囲が重複領域を

有する複数の分割画像に分けて撮影された、撮影対象の分割画像データに基

づいて、撮影対象の画像データを生成する。本発明の画像処理装置では、分

割画像データ間で合成処理をせずに、撮影対象の合成画像データを表示時に

生成することを特徴とする。これにより、分割画像データを合成処理 して撮

影対象の合成画像データを生成 した場合に生 じる問題、すなわち、撮影対象

の原画像とは異なる合成箇所に基づく、診断の精度の低下という問題を防止

することができる。複数の分割画像データが重複領域では、表示させる分割

画像を自動選択することにより、撮影対象の画像データを表示させることが

できる。これにより、ディスプレイ上に表示された領域に分割画像の境界が

ある場合、その境界を変更 して撮影対象の画像を観察することができる。

[001 6] 本発明の好適な実施の形態に係る画像処理装置は、複数の分割画像データ

を取得する画像データ取得部、複数の分割画像データから表示させる画像デ

一夕を選択する画像データ選択部、選択された分割画像データを表示部に表

示させる表示制御部を有する。



[001 7] 画像データ選択部 による画像データの選択は、予め設定された条件 に基づ

く選択の自動判断、又は外部か ら入力された指示 に基づいて選択することが

で きる。設定された条件 と しては、画像表示装置 に表示 された前記分割画像

データの境界位置の変化、画像表示装置 に表示 された前記分割画像データの

表示 されている割合の変化 を用いることがで きる。

[001 8] 本発明の画像処理装置は、顕微鏡の画像 を撮影 した分割画像データを用い

たバ一チヤルスライ ドシステムに用いることがで きる。

[001 9] 本発明の画像表示システムは、少な くとも、画像処理装置 と画像表示装置

を有する画像表示システムにおいて、上記の画像処理装置 を有 し、画像処理

装置か ら送 られて くる撮影対象の画像データを表示する画像表示装置 を有す

る。

[0020] また、本発明画像処理方法は、重複領域 を有する複数の分割画像分 けて撮

影 された、撮影対象の分割画像データを取得する画像データ取得工程 と、重

複領域 について、前記複数の分割画像データか ら表示 させる画像データを自

動で選択する画像データ選択工程 と、重複領域で、前記表示画像データ選択

工程で選択 された前記分割画像データを用いて前記撮影対象の画像データを

生成する表示画像デ一タ生成工程 と、 を有する。

[0021 ] また、本発明のプログラムは、重複領域 を有する複数の分割画像分 けて撮

影 された、撮影対象の分割画像データを取得する画像データ取得 ステ ップと

、重複領域 について、前記複数の分割画像データか ら表示 させる画像データ

を選択する画像データ選択ステ ップと、重複領域で、前記表示画像データ選

択工程で選択 された前記分割画像データを用いて前記撮影対象の画像データ

を生成する表示画像データ生成 ステ ップと、 をコンピュータに実行 させる。

[0022] また、本発明の記録媒体は、上記のプログラムを記録 したコンピュータが

読み取 り可能な記憶媒体 に関する。

[0023] 本発明の画像処理方法又はプログラムにおいて、本発明の画像処理装置で

記載 した好 ま しい態様 を反映させることがで きる。

[0024] [ 第 1 実施形態 ]



本発明の画像処理装置は、撮像装置と画像表示装置を備えた画像表示シス

テムにおいて用いることができる。この画像表示システムについて、図 1 を

用いて説明する。なお、以下の記述及び添付の図面中において、 「画像表示

装置」を 「表示装置」と省略 して表記する場合がある。

[0025] (撮像システムの構成）

図 1 は、本発明の画像処理装置を用いた画像表示システムであり、撮像装

置 （顕微鏡装置） 1 0 1、画像処理装置 1 0 2 、画像表示装置 1 0 3 から構

成され、撮像対象となる撮影対象 （被検試料）の二次元画像を取得 し表示す

る機能を有するシステムである。撮像装置 1 0 1 と画像処理装置 1 0 2 の間

は、専用もしくは汎用 I / F のケ一プル 1 0 4 で接続され、画像処理装置 1

0 2 と画像表示装置 1 0 3 の間は、汎用の I / F のケ一プル 1 0 5 で接続さ

れる。

[0026] 撮像装置 1 0 1 は、二次元方向に位置の異なる複数枚の二次元画像を撮像

し、デジタル画像を出力する機能を持つバ一チヤルスライ ド装置を用いるこ

とができる。二次元画像の取得にはC C D ( C h a g e C o u l e d

D e v i c e ) やC M O S ( C o m p I e m e n t a r y M e t a I

O x i d e S e m i c o n d u c t o r ) 等の固体撮像素子が用いられる

。なお、バ一チャルスライ ド装置の代わりに、通常の光学顕微鏡の接眼部に

デジタルカメラを取り付けたデジタル顕微鏡装置により、撮像装置 1 0 1 を

構成することもできる。

[0027] 画像処理装置 1 0 2 は、撮像装置 1 0 1 から取得 した複数枚の原画像デ一

夕から、分割 して得られた原画像データを用いて合成画像データを生成する

機能等をもつ装置である。画像処理装置 1 0 2 は、C P U (中央演算処理装

置）、 R A M、記憶装置、操作部、 I / F などのハ 一 ドウエア資源を備えた

、汎用のコンピュータやワークステーションで構成される。記憶装置は、ハ

— ドディスク ドライブなどの大容量情報記憶装置であり、後述する各処理を

実現するためのプログラムやデータ、O S (才ペレ一ティングシステム）な

どが格納されている。上述 した各機能は、C P Uが記憶装置からR A Mに必



要なプログラムおよびデータをロー ドし、当該 プログラムを実行することに

より実現 されるものである。操作部は、キーボー ドやマウスなどにより構成

され、操作者が各種の指示を入力するために利用される。画像表示装置 1 0

3 は、画像処理装置 1 0 2 が演算処理 した結果である観察用画像 を表示する

モニタ一であ り、 C R T や液晶デ イスプレイ等により構成 される。

[0028] 図 1 の例では、撮像装置 1 0 1 と画像処理装置 1 0 2 と画像表示装置 1 0

3 の 3 つの装置により撮像システムが構成 されているが、本発明の構成はこ

の構成 に限定されるものではない。例えば、画像表示装置が一体化 した画像

処理装置を用いてもよい し、画像処理装置の機能を撮像装置に組み込んでも

よい。 また撮像装置、画像処理装置、画像表示装置の機能を 1 つの装置で実

現することもできる。 また逆に、画像処理装置等の機能を分割 して複数の装

置によって実現 してもよい。

[0029] (撮像装置の構成）

図 2 は、撮像装置 1 0 1 の機能構成 を示すプロック図である。

[0030] 撮像装置 1 0 1 は、概略、照明ュニ ッ 卜2 0 1 、 ステ ージ 2 0 2 、 ステ 一

ジ制御ュニ ッ 卜2 0 5 、結像光学系 2 0 7 、撮像ュニ ッ 卜2 1 0 、現像処理

ュニ ッ 卜2 1 6 、 プレ計測ュニ ッ 卜2 1 7 、 メイン制御系 2 8 、データ出

力部 2 9 か ら構成 される。

[0031 ] 照明ユニ ッ ト2 0 1 は、ステージ 2 0 2 上 に配置されたプレパラー ト2 0

6 に対 して均一に光を照射する手段であ り、光源、照明光学系、および光源

駆動の制御系か ら構成 される。ステージ 2 0 2 は、ステージ制御ュニ ッ 卜2

0 5 によって駆動制御 され、 X Y Z の三軸方向への移動が可能である。 プレ

パラ一 卜2 0 6 は、観察対象 となる組織の切片や塗抹 した細胞 をスライ ドグ

ラス上に貼 り付け、封入剤 とともにカバ一グラスの下に固定 した部材である

[0032] ステージ制御ュニ ッ 卜2 0 5 は、駆動制御系 2 0 3 とステージ駆動機構 2

0 4 か ら構成 される。駆動制御系 2 0 3 は、 メイン制御系 2 1 8 の指示を受

け、ステージ 2 0 2 の駆動制御 を行 う。ステージ 2 0 2 の移動方向、移動量



などは、プレ計測ュニッ卜2 7 によって計測 した撮影対象の位置情報およ

び厚み情報 （距離情報）と、必要に応 じてュ 一ザ一からの指示とに基づいて

決定される。ステージ駆動機構 2 0 4 は、駆動制御系 2 0 3 の指示に従い、

ステージ 2 0 2 を駆動する。

[0033] 結像光学系 2 0 7 は、プレパラー ト2 0 6 の撮影対象の光学像を撮像セン

サ 2 0 8 へ結像するためのレンズ群である。

[0034] 撮像ユニット2 1 0 は、撮像センサ 2 0 8 とアナログフロン トエン ド （A

F E ) 2 0 9 から構成される。撮像センサ 2 0 8 は、二次元の光学像を光電

変換によって電気的な物理量へ変える一次元もしくは二次元のイメージセン

サであり、例えば、C C DやC M O S デバイスが用いられる。一次元センサ

の場合、走査方向へスキャンすることで二次元画像が得 られる。撮像センサ

2 0 8 からは、光の強度に応 じた電圧値をもつ電気信号が出力される。撮像

画像として力ラ一画像が所望される場合は、例えば、 B a y e r 配列のカラ

—フィルタが取り付けられた単板のイメージセンサを用いればよい。撮像ュ

ニット2 1 0 は、ステージ 2 0 2 がX Y 軸方向に駆動することにより、撮影

対象の分割画像を撮像する。

[0035] A F E 2 0 9 は、撮像センサ 2 0 8 から出力されたアナログ信号をデジタ

ル信号へ変換する回路である。 A F E 2 0 9 は後述するH / V ドライノく' 、 C

D S ( C o r r e l a t e d d o u b l e s a m p I i n g ) 、アンプ

、 A D変換器およびタイミングジェネレータによって構成される。 H / V ド

ライバは、撮像センサ 2 0 8 を駆動するための垂直同期信号および水平同期

信号を、センサ駆動に必要な電位に変換する。C D S は、固定パターンのノ

ィズを除去する二重相関サンプリング回路である。アンプは、C D S でノィ

ズ除去されたアナログ信号のゲインを調整するアナログアンプである。 A D

変換器は、アナログ信号をデジタル信号に変換する。撮像装置最終段での出

力が 8 ビットの場合、後段の処理を考慮 して、 A D変換器はアナログ信号を

0 ビッ卜から 1 6 ビッ卜程度に量子化されたデジタルデータへ変換 し、出

力する。変換されたセンサ出力データはR A Wデータと呼ばれる。 R A Wデ



- タは後段の現像処理ュニッ卜2 1 6 で現像処理される。タイミングジェネ

レ一タは、撮像センサ 2 0 8 のタイミングおよび後段の現像処理ュニッ卜2

1 6 のタイミングを調整する信号を生成する。

[0036] 撮像センサ 2 0 8 としてC C D を用いる場合、上記A F E 2 0 9 は必須と

なるが、デジタル出力可能なC M O S イメージセンサの場合は、上記A F E

2 0 9 の機能をセンサに内包することになる。また、不図示ではあるが、撮

像センサ 2 0 8 の制御を行う撮像制御部が存在 し、撮像センサ 2 0 8 の動作

制御や、シャッタースピー ド、フレームレ一 卜や R O I ( R e g i o n 0

f n t e e s t ) など動作タイミングや制御を合わせて行う。

[0037] 現像処理ュニッ卜2 6 は、黒補正部 2 1、ホワイ 卜バランス調整部 2

2 、デモザィキング処理部 2 3 、フィルタ処理部 2 4 、 ァ補正部 2

5 から構成される。黒補正部 2 1 1 は、 R A Wデータの各画素から、遮光時

に得 られた黒補正データを減算する処理を行う。ホワイ 卜バランス調整部 2

1 2 は、照明ユニット2 0 1 の光の色温度に応 じて、 R G B各色のゲインを

調整することによって、望ましい白色を再現する処理を行う。具体的には、

黒補正後のR A Wデ一夕に対 しホワイ トバランス補正用データが加算される

。単色の画像を取り扱う場合にはホワイ 卜バランス調整処理は不要となる。

現像処理ュニッ卜2 1 6 は、撮像ュニッ卜2 0 で撮像された撮影対象の分

割画像データを生成する。

[0038] デモザィキング処理部 2 1 3 は、 B a y e r 配列の R A Wデータから、 R

G B各色の画像データを生成する処理を行う。デモザィキング処理部 2 3

は、 R A Wデータにおける周辺画素 （同色の画素と他色の画素を含む）の値

を補間することによって、注目画素のR G B各色の値を計算する。またデモ

ザィキング処理部 2 3 は、欠陥画素の補正処理 （補間処理）も実行する。

なお、撮像センサ 2 0 8 がカラ一フィルタを有 しておらず、単色の画像が得

られている場合、デモザィキング処理は不要となる。

[0039] フィルタ処理部 2 1 4 は、画像に含まれる高周波成分の抑制、ノイズ除去

、解像感強調を実現するデジタルフィルタである。ァ補正部 2 1 5 は、一般



的な表示デ 〈 イスの階調表現特性 に合わせて、画像 に逆特性 を付加する処理

を実行 した り、高輝度部の階調圧縮や暗部処理 によって人間の視覚特性 に合

わせた階調変換 を実行 した りする。本実施形態では形態観察を目的と した画

像取得のため、後段の合成処理や表示処理 に適 した階調変換が画像データに

適用される。 ァ補正部 2 1 5 で行 う階調変換処理は、後述する画像処理装置

1 0 2 の装置内で処理 を行 う構成 と してもよい。

[0040] プ レ計測ュニ ッ 卜2 1 7 は、 プレパラ一 卜2 0 6 上の撮影対象の位置情報

、所望の焦点位置 までの距離情報、および撮影対象厚みに起因する光量調整

用のパラメータを算出するための事前計測を行 うュニ ッ 卜である。本計測の

前 にプレ計測ュニ ッ 卜2 7 によって情報 を取得することで、無駄のない撮

像 を実施することが可能 となる。二次元平面の位置情報取得 には、撮像セン

サ 2 0 8 よ り解像力の低い二次元撮像センサが用い られる。 プレ計測ュニ ッ

卜2 1 7 は、取得 した画像か ら撮影対象の X Y 平面上での位置を把握する。

距離情報および厚み情報の取得 には、 レ一ザ一変位計やシャツクハル トマン

方式の計測器が用い られる。

[0041 ] メイン制御系 2 1 8 は、 これまで説明 してきた各種ユニ ッ トの制御 を行 う

機能である。 メイン制御系 2 8 および現像処理ュニ ッ 卜2 6 の機能は、

C P U と R O M と R A M を有する制御回路 により実現 される。すなわち、 R

O M 内にプログラムおよびデータが格納 されてお り、 C P U が R A M をヮ一

クメモ リと して使いプログラムを実行することで、 メイン制御系 2 1 8 およ

び現像処理ュニ ッ 卜2 1 6 の機能が実現 される。 R 0 M には例えば E E P R

0 M や フラッシュメモ リなどのデバイスが用い られ、 R A M には例えば D D

R 3 な どの D R A M デバイスが用い られる。

[0042] データ出力部 2 9 は、現像処理ュニ ッ 卜2 6 によって生成 された R G

B のカラ一画像 を画像処理装置 1 0 2 に送るためのィンタ一フェースである

。撮像装置 1 0 1 と画像処理装置 1 0 2 とは、光通信のケ一プルにより接続

される。あるいは、 U S B や G i g a b i t E t h e r n e t (登録商標）

等の汎用ィンタ一フェースが使用される。



[0043] (画像処理装置の構成）

図3 は、本発明の画像処理装置 1 0 2 の機能構成を示すプロック図である

[0044] 画像処理装置 1 0 2 は、概略、データ入力部 3 0 、記憶保持部 3 0 2 、

分割画像データ取得部 3 0 3 、表示データ生成部 3 0 4 、データ出力部 3 0

5 、ュ一ザ一指示入力部 3 0 6 、繋ぎ目領域の優先度指定部 3 0 7 、表示装

置情報取得部 3 0 8 から構成される。

[0045] 記憶保持部 3 0 は、外部装置から取得 した、撮影対象を分割 して撮像す

ることにより得られたR G B の力ラ一分割画像デ一タが、デ一タ入力部 3 0

1 を介 して取り込まれ、記憶、保持される。カラ一画像データには、画像デ

—タだけでなく、位置情報も含まれる。ここで、位置情報とは、分割画像デ

—夕が撮影対象のどの部分を撮像 したものかの情報である。例えば、位置情

報は、撮像時に分割画像データとともにステージ2 0 2 駆動時のX Y 座標を

記録することにより取得することができる。

[0046] 分割画像取得部 3 0 3 は、記憶保持部 3 0 2 に記憶保持された分轄画像デ

一夕を、表示装置情報取得部 3 0 8 から取得 した画像表示装置情報、表示領

域サイズ、および表示データ生成部 3 0 4 からの制御情報に基づいて取得す

る。また、分割画像取得部 3 0 3 は、取得 した分割画像データを表示データ

生成部 3 0 4 へ送信する。

[0047] ユーザ一指示入力部 3 0 6 では、後述する生成する表示画像データについ

てのユーザ一の指示の他、マウスやキーボー ド等の操作入力部を介 して、表

示位置の変更や拡大、縮小表示などの表示画像データの更新指示が入力され

る。優先度指定部 3 0 7 は、ユーザ一指示入力部 3 0 6 で入力された情報に

基づいて、分割画像データが重なり合う領域に対 し、いずれの分割画像デ一

タを表示用の画像データとして用いるかを指定する。優先度指定部 3 0 7 は

、重複領域について、複数の分割画像データから表示させる画像データを選

択 して生成された撮影対象の画像データと、複数の分割画像を合成 して生成

された撮影対象の合成画像データと、のいずれかを表示させるベく切り替え



る切 り替え部を兼ねることができる。

[0048] 表示デ一タ生成部 3 0 4 は、分割画像取得部 3 0 3 か ら送 られてきた分割

画像データを、優先度指定部 3 0 7 で指定された優先度に基づいて、表示デ

—タを生成する。生成された表示データは、データ出力部 3 0 5 を介 して、

表示用の画像データとして外部のモニタ一等に出力する。

[0049] (画像処理装置のハー ドウェア構成）

図 4 は、本発明の画像処理装置のハ 一 ドウエア構成を示すプロック図であ

る。情報処理を行 う装置 として、例えば P C ( P e r s o n a l C o m p

u t e r ) が用いられる。

[0050] P C は、 C P U ( C e n t r a l P r o c e s s i n g U n i t ) 4

0 1、 R A M ( R a n d o m A c c e s s M e m o r y ) 4 0 2 、記憶

装置 4 0 3 、データ入出力 I / F 4 0 5 、およびこれ らを互いに接続する内

部バ ス 4 0 4 を備える。

[0051 ] C P U 4 0 1 は、必要に応 じて R A M 4 0 2 等に適宜アクセス し、各種演

算処理を行いなが らP C の各プロック全体を統括的に制御する。 R A M 4 0

2 は、 C P U 4 0 1 の作業用領域等 として用いられ、 O S 、実行中の各種 プ

ログラム、本発明の特徴であるァノテ一シ ヨンのユーザ一識別や表示用デ一

夕の生成など処理の対象 となる各種データを一時的に保持する。記憶装置 4

0 3 は、 C P U 4 0 1 に実行させるO S 、 プログラムや各種パラメータなど

のファームウェアが固定的に記憶されている情報を記録 し読み出す補助記憶

装置である。 H D D ( H a r d D i s k D r i v e ) や S S D ( S o l

i d S t a t e D ί s k ) 等の磁気デ ィスク ドライブも しくは F I a s

h メモ リを用いた半導体デバイスが用いられる。

[0052] データ入出力 I / F 4 0 5 には、 L A N I / F 4 0 6 を介 して画像サ一

バーが、 グラフィクスボー ドを介 して画像表示装置 1 0 3 が、外部装置 I /

F を介 してバ 一チ ヤル スライ ド装置やデジタル顕微鏡に代表される撮像装置

0 が、 また、キ一ボ一 ド4 0 やマウス4 が操作 I / F 4 0 9 を介

してそれぞれ接続される。



[0053] 画像表示装置 1 0 3 は、例えば液晶、 E L ( E l e c t r o _ L u m i n

e s c e n c e ) C R T ( C a t h o d e R a y T u b e ) 等を用い

た表示デバイスである。当該画像表示装置 1 0 3 は、外部装置として接続さ

れる形態を想定 しているが、画像表示装置と一体化 した P C を想定 してもよ

し、。例えばノ一 卜P C がこれに該当する。

[0054] 操作 I / F 4 0 9 との接続デバイスとしてキ一ボ一 ド4 0 やマウス4

1 等のポインティングデバイスを想定 しているが、タツチパネル等画像表示

装置 1 0 3 の画面が直接入力デバイスとなる構成を取ることも可能である。

その場合、タツチパネルは画像表示装置 1 0 3 と一体となり得る。

[0055] (画像の優先度指定）

本発明の画像処理装置で行われる分割画像データ間における重複領域の優

先度指定の概念について、図 5 を用いて説明する。

[0056] 図 5 ( a ) では、分割画像の取得について説明する。図 5 ( a ) の図の上

は撮影対象であり、図 5 ( b ) は重複領域を有 して撮影対象を 2 つの領域で

ある画像 （1 ) と画像 （2 ) に分けて撮影 し、分割画像データを取得する。

[0057] 図 5 ( b ) は、画像 （1 ) を選択 して 2 つの分割画像データの内、重なつ

て撮像された領域を表示させた場合の例である。 この場合、重複領域 として

、画像 （1 ) の表示の優先度が高 く設定されている。

[0058] 図 5 ( c ) は、画像 （2 ) を選択 して画像データを表示させた場合の例で

あり、画像 （2 ) の表示の優先度が高 く設定されている。

[0059] このように、隣接する分割画像データ間の重複領域は、何れか一方の優先

度を高 くし、表示するための領域 として選択することで、表示用の合成画像

を生成することができる。

[0060] 本発明の画像処理装置 1 0 2 では、予め設定 した条件、又はユーザ一の指

示によって表示させるための画像データを選択 して、画像表示装置 1 0 3 に

表示させることができる。

[0061 ] (画像データの生成）

本発明の画像処理装置における画像データの生成の流れを図 6 のフローチ



ャ一 卜を用いて説明する。

[0062] ステップ6 0 1 では、画像表示装置 1 0 3 に画像データを表示させる際、

画像処理装置 1 0 2 と接続された画像表示装置 1 0 3 であるモニタ一解像度

、撮影対象全体の画像中の表示位置、表示倍率等の表示領域情報を取得する

[0063] ステップ6 0 2 では、デ一タ入力部 3 0 1 で取り込まれて記憶保持部 3 0

に記憶されている分割画像データの中から、必要な数の分割画像データを

分割取得部 3 0 3 が取得する。異なる倍率ごとの分割画像データが階層に記

憶保持されている場合には、ステップ6 0 で取得 した表示倍率の情報に基

づいて、適切な階層の分割画像データが選択される。

[0064] 撮像装置 1 0 1 で取得 した画像データは診断の目的から高解像、高分解能

の撮像データであることが望まれる。ただ し、先に説明 したとおり数十億画

素からなる画像データの縮小画像を表示する場合、表示の設定の変更に合わ

せてその都度解像度変換を行っていたのでは処理が間に合わなくなる。その

ため、予め倍率の異なる何段階かの階層画像を用意 しておき、用意された階

層画像から表示側の要求に応 じて表示倍率と近接する倍率の画像データを選

択 し、表示倍率に合わせて倍率の調整を行うことが望ましい。一般には画質

の点でより高倍の画像データから表示データを生成することがより好ましい

[0065] 撮像が高解像に行われるため、表示用の階層画像データは、一番高解像な

画像データをもとに、解像度変換手法によつて縮小することで生成される。

解像度変換の手法として二次元の線形な補間処理であるバイリニアの他、三

次の補間式を用いたバイキュービックなどが広 く知られている。

[0066] ステップ6 0 3 では、分割画像データ間の境界の表示を行うか否かが判断

される。予め合成画像を用意するのではなく、表示に用いる分割画像データ

を都度選択する本発明では、境界表示を行うことを前提に、行わない場合の

みュ一ザ一に表示有無を選択する構成を取ることが望ましい。

[0067] 境界表示を行わない場合には、ステップ6 0 6 に進む。分割画像データ間



の境界の表示を行 う場合には、次のステ ップ 6 0 4 に進む。

[0068] ステ ップ 6 0 4 では、表示データ生成部 3 0 4 で境界位置情報 を含んだ画

像データが生成 される。具体的には、通常表示の画像データと、隣接する画

像間の境界を線や領域で示 した境界位置表示データを重畳することによって

生成 される。 この際、境界位置表示データが表示用の画像データに対 して優

先 して表示される。なお、初期状態において、分割画像データの何れの画像

を優先 して表示するかは予め定めた規則に従えば良い。例えば 4 つの分割画

像 を使用する場合、左右であれば右、上下であれば上、左上 と右下であれば

左上などである。複数の分割画像データを使用する場合は右端か ら左に、端

まで来た ら次の段 （番号を付けたす ぐ下の段）の右 という順番に番号付けを

行い、番号の若い順 に優先度 を高 くすれば良い。 このような番号付けは、ュ

—ザ一の好みに基づいて行 うこともできる。たとえば、特定のユーザ一の観

察開始位置を含む分割画像データの優先度 を最も高 く設定する番号付けなど

である。その他の優先度決定規則の例 と しては、表示画像の中心 を含む分割

画像データの優先順位 を最も高 くしてお くこと、初期状態の画像が非対称な

場合に、全体画像 に占める割合が最も多い分割画像データの優先順位 を最も

高 くしてお くこと、 といった規則を挙げることができる。

[0069] ステ ップ 6 0 5 では、ステ ップ 6 0 4 で生成 された画像データが画像表示

装置 1 0 3 に出力される。出力された表示用の画像データは画像表示装置 1

0 3 に表示される。表示後、ュ一ザ一の指示によって画面のスクロール等表

示する画像データの変更を起点に、以下のステ ップの処理、判断を実施する

[0070] ステ ップ 6 0 6 では、複数の分割画像データ間の重複領域 について、画像

表示装置 1 0 3 に表示させる分割画像データの選択を切 り替えるか、すなわ

ち、画像表示装置 1 0 3 に表示させる画像の優先度 を変更させるかを判断す

る。優先度の変更がない場合には、ステ ップ 6 0 9 に進む。優先度の変更が

ある場合には、ステ ップ 6 0 7 に進む。

[0071 ] ステ ップ 6 0 7 では、境界の表示指示があるかを判断する。境界表示の指



示がある場合には、ステップ6 0 4 に戻る。境界の指示が無い場合には、ス

テツプ6 0 8 に進む。なお、この処理ステツプでは、ステップ6 0 3 で境界

表示の指示がなく、かつステツプ6 0 6 で優先度の変更が行われた場合に、

ユーザーが変更指示を出すための準備として境界位置を明示させるためのも

のである。

[0072] ステップ6 0 8 では、複数の分割画像データ間の重複領域について、画像

表示装置 1 0 3 に表示させる分割画像データの選択を変更する。すなわち、

このステップでは、画像表示装置 1 0 3 に表示させる重複領域の優先度が変

更される。優先度の変更の詳細については別フローチヤ一 卜を用いて後述す

る。

[0073] ステップ6 0 9 では、優先度指示が行われないことを受けて、予め設定さ

れている初期値が優先度として設定される。ュ一ザ一から境界表示、優先度

変更の何れの指示も出ていない状態で規定の設定値が選択されることになる

。例えば、左右では左、上下では上に位置する分割画像データの優先度を高

く設定する。

[0074] ステップ6 1 0 では、ステップ6 0 8 またはステップ6 0 9 で規定された

優先度に基づいて、画像表示装置 1 0 3 に表示する画像データが生成される

[0075] ステップ6 1 1 では、ステップ6 1 0 で生成された画像表示装置 1 0 3 に

表示する画像データは、データ出力部 3 0 5 を介 して画像表示装置 1 0 3 等

に送られ © 。

[0076] (優先度の変更）

図 6 のステップ6 0 8 で示 した優先度の変更について、図 7 のフローチヤ

- 卜を用いて説明する。

[0077] ステップ7 0 では、複数の分割画像データ間の重複領域について、画像

表示装置 1 0 3 に表示させる画像データの選択方法である表示モ一 ドが選択

される。ここでは大きく、ユーザ一によって選択された分割画像データのみ

の優先度を上げるモー ド、選択された分割画像データの優先度を上げ、かつ



他の分割画像データの優先度を設定された条件で規定するモー ド、および選

択された分割画像データの優先度を上げ、他の分割画像データの優先度を任

意に指定できるモ一 ドの 3 つを想定する。

[0078] ステ ップ 7 0 2 では、選択された分割画像データのみ優先度を上げて表示

させるモ一 ドを選択するかを判断する。他の表示モ一 ドが選択された場合に

は、ステ ップ 7 0 4 で更に表示条件を判断する。選択された分割画像データ

のみ優先度を上げる場合には、ステ ップ 7 0 3 に進む。

[0079] ステ ップ 7 0 3 では、選択された分割画像データの優先度を高 くして、他

の分割画像の優先度を変えないまま、重複領域の優先度が規定される。例え

ば、任意の分割画像データが選択された場合、上下左右 4 つの隣接画像デー

夕との間には、同 じく4 つの重複領域が存在するが、 このすベてを選択され

た分割画像データを用いて表示するよう規定する。

[0080] ステ ップ 7 0 4 では、選択 した分割画像データの表示優先度を上げた上で

、選択された分割画像データ以外の画像の優先度を予め設定 した条件で変更

させるか判断する。選択された分割画像データ以外の優先度を任意に設定さ

せる場合はステ ップ 7 0 5 に進み、選択された分割画像データ以外の優先度

を予め設定 した条件で変更させる場合はステ ップ 7 0 6 に進む。

[0081 ] ステ ップ 7 0 5 では、選択された分割画像データの優先度を高 くし、かつ

選択された分割画像データ以外の重複領域の優先度を予め設定 した条件で画

像を表示するように優先度が規定される。

[0082] ステ ップ 7 0 6 では、選択された分割画像データの優先度を高 くし、かつ

選択された分割画像データ以外の重複領域の優先度を任意に選択 して画像を

表示するように優先度が規定される。 ここで、選択された画像データ以外の

重複領域の優先度を任意に選択するとは、 4 つの分割画像データで画像表示

されている場合に、残された 2 番 目、 3 番 目の分割画像データに対 してそれ

ぞれ優先度を規定することを言 う。 4 番 目は必然的に最も優先度が低 くなる

[0083] (表示画面 レイアウ ト）



図 8 は、本発明の画像処理装置 1 0 2 で生成 した画像データを画像表示装

置 1 0 3 で表示 した場合の一例を示す図である。図 8 ( a ) は、画像表示装

置 1 0 3 の表示画面のレイァゥ 卜である。表示画面は、全体ウイン ドウ8 0

1 内に、詳細観察用の撮影対象画像データの表示領域 8 0 2 、観察対象のサ

厶ネイル画像 8 0 3 、表示設定の領域 8 0 4 がそれぞれ表示されている。撮

影対象画像の表示領域 8 0 2 及び観察対象のサムネイル画像 8 0 3 は、シン

ダル ドキュメン 卜インタ一フェースによって全体ウイン ドウ8 0 1 の表示領

域が機能領域毎に分割される形態でも、マルチ ドキュメン トインタフェース

によって各々の領域が別ウィン ドウで構成される形態でも構わない。撮影対

象画像データの表示領域 8 0 2 には、詳細観察用の撮影対象画像データが表

示される。ここでは、ュ一ザ一からの操作指示によって、表示領域の移動や

表示倍率の変更による画像の拡大 縮小画像が表示される。サムネイル画像

8 0 3 は、撮影対象の全体画像における撮影対象の画像データの表示領域 8

0 2 中での位置や大きさを表示する。表示設定の領域 8 0 4 では、例えば、

タツチパネル又はマウス4 1等の外部接続された入力デバイスからのュ一

ザ一指示により設定ボタン8 0 5 を選択、押下 して、表示設定を変更するこ

とができる。なお、設定ボタン 8 0 5 は、表示設定領域 8 0 4 内に配置 した

が、選択や設定の指示はメニュー画面から該当する項目を選択、指定する構

成にすることも可能である。

[0084] 図 8 ( b ) は、複数の分割画像データから構成される撮影対象の画像デー

夕の概念図である。図 8 ( b ) では、撮影対象の画像データは、重複領域を

有する4 個の分割画像データから構成されている。 4 つの画像データは、説

明のため、それぞれ画像 （1 ) ~ ( 4 ) とする。それらの画像データは、斜

線部で示 した重複領域を有 している。

[0085] 図 8 ( c ) は、外部から入力された優先度変更の指示により、画像 （1 )

が選択された表示画面の模式図を示す。図 8 ( c ) では、画像 （1 ) が最も

優先度が高く表示され、画像 （1 ) と画像 （2 ) が重複領域、画像 （1 ) と

画像 （3 ) が重複領域、画像 （1 ) と画像 （4 ) が重複領域は、画像 （1 )



の分割画像データを用いて撮影対象画像が表示される。画像 （2 ) と画像 （

3 ) が画像 （1 ) の次に優先表示され、画像 （2 ) と画像 （4 ) が重複領域

については画像 （2 ) のデータを用いて、画像 （3 ) と画像 （4 ) が重複領

域については画像 （3 ) のデータを用いて撮影対象画像が表示されている。

画像 （4 ) は、画像が重複領域の表示に用いられていない。なおここでは、

選択された分割画像データの優先度のみを変更するモ一 ドが選択されている

ものとして以後の説明を行 う。

[0086] 図 8 ( d ) は、図 8 ( c ) が表示された後に、画像 （2 ) が選択された表

示画面の模式図を示す。図 8 ( c ) では、画像 （2 ) 、画像 （1 ) 、画像 （

3 ) 、画像 （4 ) の順序に従 って重なる画像が表示され、撮影対象の画像デ

—夕が作成される。

[0087] 図 8 ( e ) は、図 8 ( c ) が表示後に画像 （2 ) が選択された場合、図 8

( c ) と異なる表示画面の模式図を示す。図 8 ( e ) では、画像 （2 ) が最

も優先 して表示され、画像 （1 ) と画像 （4 ) が次に優先 して表示され、画

像 （3 ) は画像が重複領域の表示に用いられていない。図 8 ( d ) と図 8 (

e ) との違いは、境界領域の整合が取れ、境界が直接で表示されているか否

力、によな 。

[0088] 図 8 ( c ) が表示後に画像 （2 ) が選択された場合、予め選択されたモー

ドまたは外部か ら入力された指示により、図 8 ( d ) 又は図 8 ( e ) が選択

されることになる。

[0089] (外部か らの指示による表示の変更）

図 9 は、外部か らの指示による表示画面の表示の変更を示す概念図である

。図 9 ( a ) は、表示領域 8 0 2 に表示された撮影対象の画像を示す。例え

ばキーボー ド4 0 やマウス4 1 等の外部入力装置か らの指示により、図

9 ( b ) に示すように、画像中の分割画像の境 目がグリッ ド表示される。 こ

の表示は、前述 したステ ップ 6 0 5 の処理の結果によってもた らされる。図

9 ( b ) では、図 8 ( c ) で示 した優先順位が付けられた 4 つの分割画像デ

—夕の重複領域が表示され、撮影対象の画像が表示されているものとする。



[0090] 図 9 ( c ) は、図 9 ( b ) において、撮影対象画像の右上領域をキ一ボー

ド4 1 0 やマウス 4 1 1 等で選択 した場合の表示画面の変更を示 したもので

ある。図 9 ( b ) では図 8 ( c ) で示 した優先順序で分割画像が表示されて

いるが、図 8 ( c ) において画像 （2 ) が表示されている箇所が選択される

と、図 8 ( d ) 又は図 8 ( e ) に対応する図 9 ( c ) で示す画面に変更され

る。変更された画像は、キーボー ド4 1 0 やマウス 4 1 1 か らの指示によつ

て、確定される。 または、初期の選択 した段階で確定させてもよい。なお、

分割画像データの境界を示すダリッ ドラインも優先度の変更に合わせて更新

される。

[0091 ] 本実施の形態では、分割画像デ一タをュ一ザ一の指示に従い切 り替えて表

示することで、原画像 とは異なる繋 ぎ合わせの画像の境界位置や領域に基づ

く、意図 しない診断を防止することができる。

[0092] [ 第 2 実施形態 ]

本発明の第 2 の実施形態に係る画像表示システ ム について図を用いて説明

する。

[0093] 第 1 実施形態では、重複領域を有する複数の分割画像に分けて撮像された

分割画像データを、外部か らのユーザー指示によって重複領域を表示する分

割画像データを選択 して、撮影対象の表示用の画像データを生成 した。第 2

の実施形態では、重複領域を有する複数の分割画像に分けて撮影された分割

画像データを、予め設定 した重複領域表示の優先度に基づいて選択 して、撮

影対象の表示用の画像データを生成する。 したがって、第 2 実施形態では、

表示画像中の分割画像データ間の境界位置によつて自動で表示させる分割画

像データを選択 して、撮影対象の表示用の画像データを生成する。

[0094] 第 2 の実施形態では、第 1 実施形態 と異なる構成以外は、第 1 実施形態で

説明 した構成を用いることができる。

[0095] (画像処理装置システ ムの構成）

図 1 6 は、本発明の第 2 の実施形態に係る画像表示システムの装置構成の

全体図である。



[0096] 図 1 6 で、本発明の画像処理装置を用いた画像表示システムは、画像サ一

バ一 1 6 0 1、画像処理装置 1 0 2 、画像表示装置 1 0 3 から構成される。

画像処理装置 1 0 2 は撮影対象の分割画像データを画像サーバ一 1 6 0 1 か

ら取得 し、画像表示装置 1 0 3 へ表示するための画像データを生成すること

ができる。画像サーバ一 1 6 0 と画像処理装置 1 0 2 との間は、ネッ卜ヮ

—ク 1 6 0 2 を介 して、汎用 I / F の L A Nケ一プル 1 6 0 3 で接続される

。画像サ一バ一 1 6 0 1 は、バ一チヤルスライ ド装置である撮像装置 1 0 1

によって撮像された分割画像データを保存する大容量の記憶装置を備えたコ

ンピュ一タである。画像サーバ一 1 6 0 1 は、分割された画像を一つのまと

まりとして画像サーバ一 1 6 0 1 に接続された口一カルス 卜レ一ジに保存 し

ていても良いし、それぞれ分割 してネッ卜ワーク上の何処かに存在するサ一

バ一群 （クラウ ド サーバ）の形態をとり、各分割画像データの実体とリン

ク情報を分けて持っていても良い。分割画像データ自体、一つのサーバ一に

保存 しておく必要もない。なお、画像処理装置 1 0 2 および画像表示装置 1

0 3 は第 1 の実施態様の撮像システムものと同様である。

[0097] 図 1 6 の例では、画像サーバ一 1 6 0 1 と画像処理装置 1 0 2 と画像表示

装置 1 0 3 の 3 つの装置により画像処理システムが構成されているが、本発

明はこの構成に限定されるものではない。例えば、画像表示装置が一体化 し

た画像処理装置を用いてもよいし、画像処理装置 1 0 2 の持つ機能の一部を

画像サーバ一 1 6 0 に組み込んでもよい。また逆に、画像サーバ一 1 6 0

1 や画像処理装置 1 0 2 の機能を分割 して複数の装置によって実現 してもよ

い。

[0098] (画像処理装置の構成）

図 1 0 は、本発明の画像処理装置 1 0 2 の機能構成を示すプロック図であ

る。

[0099] 画像処理装置 1 0 2 は、概略、データ入力部 1 0 0 1、記憶保持部 1 0 0

2 、分割画像データ取得部 1 0 0 3 、表示データ生成部 1 0 0 4 、表示デ一

タ出力部 1 0 0 5 、表示装置情報取得部 1 0 0 6 、優先度指定部 1 0 0 7 か



ら構成 される。

[01 00] 記憶保持部 1 0 0 2 は、外部装置である画像サーバ一 1 6 0 1 か ら取得 し

た、撮影対象 を分割 して撮像することによ り得 られた R G B の力ラ一分割画

像データが、データ入力部 1 0 0 1 を介 して取 り込 まれ、記憶、保持 される

。 カラ一画像データには、画像データだけでな く、位置情報 も含 まれる。 こ

こで、位置情報 とは、分割画像データが撮影対象の どの部分 を撮像 したもの

かの情報である。例 えば、位置情報 は、撮像時に分割画像データとともにス

テ一ジ 2 0 2 駆動時の X Y 座標 を記録することによ り取得することがで きる

[01 0 1 ] 分割画像データ取得部 1 0 0 3 は、記憶保持部 1 0 0 2 に記憶保持 された

分轄画像データ、表示装置情報取得部 1 0 0 6 か らの画像表示装置情報及び

表示領域な どのデータを取得する。 また、分割画像取得部 1 0 0 3 は、位置

情報 を含む取得 した分割画像データを表示データ生成部 1 0 0 4 へ送信する

[01 02] 優先度指定部 1 0 0 7 は、分割画像データが重な り合 う領域 について、表

示装置情報取得部か ら送 られて きた情報や予め規定された情報 に基づいて、

いずれの分割画像データを用いるかを選択する。画像表示装置 1 0 3 か ら取

得する情報 は、ュ一ザ一指示 による表示画面の移動 （画面スクロール）の他

、表示倍率変化である拡大、縮小表示の状態 を示す値である。優先度指定部

1 0 0 7 は、 この情報か ら分割画像データ間の境界位置の変化 を算出 し、算

出 した結果である更新 された表示画面上の境界位置 によって分割画像データ

間の重複領域の表示優先度 を規定された手順、方法 によつて切 り替えること

になる。

[01 03] 表示データ生成部 1 0 0 4 は、分割画像データ取得部 1 0 0 3 か ら送 られ

て きた分割画像データを、優先度指定部 1 0 0 7 で指定された優先度 に基づ

いて、表示データを生成する。生成 された表示データは、表示データ出力部

1 0 0 5 を介 して、表示画像データと して外部のモニタ一等 に送 られる。

[ 0 104] (画像 の優先度の自動切 り替え）



本発明の画像処理装置で行われるが画像の優先度の自動切 り替えの概念 に

ついて、図 1 1 を用いて説明する。

[01 05] 図 1 1 ( a ) では、撮影対象の画像データが 4 つの分割画像データを用い

て構成 されている例 を示 している。便宜上、 4 つの分割画像データを左上か

ら右下へ向けて画像 （1 ) 、画像 （2 ) 、画像 （3 ) および画像 （4 ) と番

号 を付与する。図 1 1 ( a ) では、分割画像データ間の境界の内、表示の優

先度が高 く設定されている分割画像データと隣接する分割画像データ間の境

界線 を実線で、逆 に重複領域 と して表示 されていない側の境界線 を点線で示

している。図 1 1 ( a ) では、画像 （1 ) が第一優先、画像 （2 ) と （3 )

が二番 目の優先度、画像 （4 ) が最 も低 い優先度で設定されているもの とす

る。 このため、画像 （1 ) と画像 （2 ) の境界は、画像 （1 ) の端 が実線で

示 される境界線 となる。

[01 06] 図 1 1 ( b ) は、 ユーザ一による指示、操作 によって表示画面 を右か ら左

にスクロール して、図 1 1 ( a ) では右側上方 に位置する画像 （2 ) を、画

面の中央部分 に表示 させた ときの表示画面の変更を示す。図 1 1 ( b ) では

、重複領域 を有する複数の分割画像 に分 けて撮像 された分割画像データを、

予め設定 した表示条件 に基づいて選択 して、表示画面 に表示 されている。図

1 ( b ) では、図 1 1 ( a ) で表示 されている分割画像データ間の境界が

、矢印で示すように変更されている。 ここでは、画像 （1 ) と画像 （2 ) の

境界位置が変わ って、画像 （2 ) が優先 して表示 されている。

[01 07] また、図 1 1 ( c ) では、図 1 1 ( a ) か ら右下方向に表示画面の位置 を

移動 させた ときの変更後の表示画面であ り、分割画像データ間の境界が矢印

で示すように、すなわち画像 （4 ) の表示が優先 されるように変更されてい

る。

[01 08] さ らに、図 1 1 ( d ) では、図 1 1 ( a ) か ら下方 に表示画像 を移動 させ

た ときの変更後の表示画面であ り、分割画像データ間の境界が矢印で示すよ

うに、すなわち画像 （3 ) の表示が優先 されるように変更されている。

[01 09] 図 1 1 で示す画像の優先度の自動切 り替えの条件 と しては、下記 を想定 し



ている。第 1 の条件は、分割画像データ間の境界位置が表示画面の中央 を超

えた場合である。 この場合は、図 1 1 ( a ) の画像 （1 ) と （2 ) の境界で

ある実線で示 される境界位置が、表示画面上の中央部 を超 えた場合 に重複領

域表示の優先度 を変更 し、表示画像が自動で切 り替わる。第 2 の条件は、分

割画像データ間の重複領域幅の中央部が表示画面の中央位置 を超 えた場合で

ある。図 1 1 ( a ) の画像 （1 ) と （2 ) の境界である実線 と点線のち ょう

ど中間の位置が、表示領域 に示 される画像の中央位置 を超 えた ときに、表示

の優先度 を変更 し、重複領域の表示 を切 り替える。画像の第 3 の表示条件は

、分割画像データの表示割合が一定の値 を超 えた場合があげ られる。一定の

値 と しては、全体画像 に占める分割画像データの割合が 2 5 % 以上 5 0 % 以

下の値 を設定することがで きる。例 えば、図 1 1 ( a ) か ら （c ) へ表示画

面が変化 した場合、画像 （4 ) の割合が 2 5 % を超 えた ところで画像 （4 )

が優先的に表示 されるようにする。画像 （2 ) と （4 ) および画像 （3 ) と

( 4 ) の境界位置がそれに伴 って切 り替え られる。具体的にはこれ まで実線

で示 されていた境界位置が点線 に、点線で示 されていた境界値が実線 に変更

となる。第 4 の条件は、表示画像の中央部 に位置する分割画像データの表示

領域 内に占める割合 によつて、優先度 を変更する場合である。例 えば、表示

画像が 9 つの分割画像データで構成 されている場合 に、 中央の分割画像デ一

タを優先表示 させることがで きる。

[01 10] (画像データの生成）

本発明の画像処理装置 における画像データの生成の流れを図 1 2 の フロー

チヤ一 卜を用いて説明する。

[01 11] ステ ップ 1 2 0 1 では、画像表示装置 1 0 3 であるデ ィスプ レイの表示ェ

リアのサイズ情報 （画面解像度）の他、現在表示 されている画像の表示倍率

の情報 を取得する。表示エ リアのサイズ情報 は、生成する表示データの領域

の大 きさを決める際に用いる。表示倍率 は、階層画像 中か ら何れかの画像デ

—タを選択する際に必要 となる情報である。

[01 12] ステ ップ 1 2 0 2 では、データ入力部 1 0 0 1 で取 り込 まれて記憶保持部



1 0 0 2 に記憶 されている複数の分割画像データの中か ら、表示画像データ

の生成 に必要な分割画像データを取得する。異なる倍率 ごとの分割画像デー

夕が階層 に記憶保持 されている場合 には、 ステ ップ 1 2 0 1 で取得 した表示

領域情報 に基づいて、適切な階層の分割画像データが選択 される。

[01 13] ステ ップ 1 2 0 3 か らステ ップ 1 2 0 5 までの工程 は、第 1 の実施形態の

図 6 のステ ツプ 6 0 3 か らステ ツプ 6 0 5 までの処理 内容 と同 じなため説明

は省略する。

[01 14] ステ ップ 1 2 0 6 では、 スクロール等の画面表示の変更があ つたか否かを

判断する。変更が合 った場合はステ ップ 1 2 0 7 へ進む。ない場合はタイマ

—等で適度な時間経過 を判断 した後、再度 ステ ップ 1 2 0 6 の画面表示変更

判断を行 う。

[01 15] ステ ップ 1 2 0 7 では、表示画面の変更に伴 う分割画像データ間の重複領

域の優先度変更が必要か判断する。必要か どうかの判断は、図 1 1 で説明 し

た条件 との比較 によって行 う。優先度の変更が無い場合 にはス ッテ ツプ 1 2

0 9 へ進み、優先度の変更がある場合 にはステ ップ 1 2 0 8 に進む。

[01 16] ステ ップ 1 2 0 8 では、複数の分割画像データ間の重複領域 について、条

件 に従 い、重複領域選択の優先度 を適宜修正する。優先度の変更の詳細 につ

いては図 1 3 の フローチヤ一 卜を用いて後述する。

[01 17] ステ ップ 1 2 0 9 では、複数の分割画像データ間の重複領域 について、初

期条件、 も しくは現在の優先度が設定される。

[01 18] ステ ップ 1 2 1 0 では、 ステ ップ 1 2 0 8 またはステ ツプ 1 2 0 9 で規定

された優先度 に基づいて、画像表示装置 1 0 3 に表示用の画像データが生成

される。具体的には、優先度の高い分割画像データの重複領域が表示 される

ように、表示用の画像データが生成 される。

[01 19] ステ ップ 1 2 1 では、 ステ ップ 1 2 1 0 で生成 された表示す用の画像デ

—タを、表示データ出力部 3 0 5 を介 して画像表示装置 1 0 3 等 に送 られる

[01 20] (優先度の変更）



図 1 2 のステ ップ 1 2 0 8 で示 した重複領域の表示優先度の変更について

、図 1 3 の フローチヤ一 卜を用いて説明する。図 1 3 では、 スクロール方向

を考慮 して分割画像データ間の重複領域表示の優先度 を高 くする。優先度の

変更は、図 1 1 で説明 した通 り、境界線の位置変化 と任意の分割画像データ

の表示領域 中の表示割合 に基づいて行われる。

[01 2 1 ] ステ ップ 1 3 0 では、複数の分割画像データ間の重複領域 を、画像表示

装置 に表示 させる表示モ一 ドが選択 される。

[01 22] ステ ップ 1 3 0 2 では、境界位置の変更によって表示領域 中央 に位置する

分割画像データの表示優先度 を上 げるか否かが判断される。表示画面領域の

中央 に位置する分割画像の優先度 を高 くしない場合 にはステ ップ 1 3 0 4 に

進み、優先度 を高 くする場合 にはステ ップ 1 3 0 3 に進む。ちなみに、画面

の分割数が 4 分割の場合 には、何れのモー ドを選択 しても画面表示は変わ ら

ない。分割数がそれ以上 とな った場合 には、表示 される重複領域が変わる。

[01 23] ステ ップ 1 3 0 3 では、 スクロール方向にある分割画像データの表示優先

度 を高 くするとともに、表示画面領域の中央 に位置する分割画像データの表

示優先度 を高 くするように優先度が変更される。

[01 24] ステ ップ 1 3 0 4 では、 スクロール方向にある分割画像データの表示優先

度 を高 くするとともに、表示画面領域 に対する分割画像データを表示する領

域の割合が規定の値 を超 えた画像 に対 して表示優先度 を高 くするように優先

度が変更される。

[01 25] 本実施の形態では、分割画像データを表示画面の更新状況 を把握 して自動

で優先度 を変更 し、重複領域 を切 り替えて表示することで、原画像 とは異な

る繋 ぎ合わせの画像の境界位置や領域 に基づ く、精度の高い診断が し難 くな

ることを防止することがで きる。

[01 26] [ 第 3 実施形態 ]

第 3 の実施形態では、分割画像データを選択 して生成 した表示用の画像デ

—夕と、分割画像データをつな ぎ合わせた合成画像の表示データとを用途 に

応 じて選択 して表示する画像処理装置 を用いる。特 に表示倍率が低倍の場合



は合成画像 を、高倍の場合は重複領域の切 り替えで画像 を表示する。表示倍

率が小さい場合 には分割画像データを補間処理等で合成 した後、解像度変換

による縮小画像 を生成 し、表示用の画像データと して用いる。表示倍率が大

きい場合 には、 これ まで説明 して きた とお り、分割画像データの選択 によ り

表示用の画像データを生成する。 これによ り、低倍表示時の画面スクロール

および表示倍率変更をスムーズに行 うことがで きるとともに、高倍時には分

割画像データ間の境界部分の画像 に基づ く意図 しない診断を防止することが

で きる。

[ 0 127] (画像処理装置の構成）

図 1 4 は、第 3 実施形態の画像処理装置 1 0 2 の機能構成 を示すプロック

図である。

[01 28] 画像処理装置 1 0 2 は、概略、データ入力部 1 4 0 1 、記憶保持部 1 4 0

2 、分割画像データ取得部 1 4 0 3 、合成画像生成部 1 4 0 4 、表示画像選

択部 1 4 0 5 、データ出力部 1 4 0 6 、優先度指定部 1 4 0 9 か ら構成 され

る。

[01 29] 記憶保持部 1 4 0 2 は、外部装置であるバ 一 チ ヤル ス ライ ド装置等 に代表

される撮像装置 1 0 1 または画像サ ーバ 一 1 6 0 1 か ら取得 した、撮影対象

を分割 して撮像することによ り得 られた R G B の力ラ一分割画像デ一タが、

データ入力部 1 4 0 を介 して取 り込 まれ、記憶、保持 される。 カラ一画像

データには、画像データだけでな く、位置情報 も含 まれる。位置情報 とはこ

れ まで説明 して きたもの と同様 に、分割画像データが撮影対象全体の画像領

域 中の どの部分 を撮像 したものかの情報である。

[01 30] 分割画像取得部 1 4 0 3 は、記憶保持部 1 4 0 2 に記憶保持 された分割画

像データ、表示装置情報取得部 1 4 0 8 か らの画像表示装置情報及び表示領

域な どのデータを取得する。

[01 3 1 ] 合成画像生成部 1 4 0 4 では、撮影対象 を分割 して撮像することによ り得

られたカラー画像データ （分割画像データ）に対 して、 それぞれの分割画像

データの位置情報 に基づいて、撮影対象の合成画像データを生成する。合成



処理の方法 と しては、複数の部分画像データを、繋 ぎ合わせる、重畳する、

アル ファプ レンデ ィングする、補間処理 によ り滑 らかに繋 げるものを含む。

重ね合せの複数の画像データを繋 ぎ合わせる方法 と しては、 ステージの位置

情報 に基づいて位置合わせを して繋 ぐ方法や、複数の分割画像の対応する点

又は線 を対応 させて繋 ぐ方法、分割画像データの位置情報 に基づいて繋 ぐ方

法 を含む。重畳するとは、画像データを重ね合わせることを広 く意味する。

複数の画像データを重畳する方法 と しては、重複する画像データを有する領

域 において、複数の画像データの一部又は全部 を重ねる場合 を含む。 アル フ

ァプ レンデ イングとは、 2 つの画像 を係数 （ 値）によ り合成することをい

う。補間処理 によ り滑 らかに繋 ぐ方法 には、 0 次補間、線形補間、高次補間

で処理することを含む。画像 を滑 らかに繋 ぐためには、高次補間で処理する

ことが好 ま しい。

[01 32] 表示データ生成部 1 4 0 では、ユーザ一指示入力部 1 4 0 7 および表示

装置情報取得部 1 4 0 8 で取得 した情報 に基づいて、優先度指定部 1 4 0 9

が指定 した分割画像データの優先指示 と合わせて表示用の画像データが生成

される。

[01 33] 表示画像選択部 1 4 0 5 では、合成画像生成部 1 4 0 4 で生成 された合成

画像データと、表示データ生成部 1 4 0 で生成 された分割画像データを合

成処理することな く優先度 に基づ き並べて生成 された表示用の画像デ一タの

内、 いずれを表示するかが選択 される。選択 された表示用の画像データは、

表示データ出力部 1 4 0 6 を介 して、表示画像データと して外部のモニタ一

等 に送 られる。

[ 0 134] (画像データの生成）

本発明の画像処理装置 における画像データの生成の流れを図 1 5 の フロー

チヤ一 卜を用いて説明する。

[01 35] ステ ップ 1 5 0 1 では、画像表示装置 1 0 3 であるデ ィスプ レイの表示ェ

リアのサイズ情報 （画面解像度）の他、現在表示 されている画像の表示倍率

の情報 を取得する。表示エ リアのサイズ情報 は、生成する表示データの領域



の大 きさを決める際に用いる。表示倍率は、階層画像中か ら何れかの画像デ

—タを選択する際に必要 となる情報である。

[01 36] ステ ップ 1 5 0 2 では、データ入力部 1 4 0 で取 り込 まれて記憶保持部

1 4 0 2 に記憶 されている複数の分割画像データの中か ら、表示画像データ

の生成 に必要な分割画像データを取得する。異なる倍率 ごとの分割画像デー

夕が階層に記憶保持されている場合には、ステ ップ 1 5 0 で取得 した表示

領域情報 に基づいて、適切な階層の分割画像データが選択される。 また、ス

テ ツプ 1 5 0 3 で行 う合成画像の生成 に必要な分割画像データを取得する。

[01 37] ステ ップ 1 5 0 3 では、分割画像データのデータ間で合成処理 を して、合

成画像データを生成する。

[01 38] ステ ップ 1 5 0 4 では、表示画面の変更に伴 う分割画像データ間の重複領

域の優先度変更が必要か判断する。優先度の変更が無い場合にはスッテ ツプ

1 5 0 6 へ進み、優先度の変更がある場合にはステ ップ 1 5 0 5 に進む。

[01 39] ステ ップ 1 5 0 5 では、複数の分割画像データ間の重複領域 について、条

件 またはユーザー指示に従い、重複領域選択の優先度 を変更する。分割画像

データの優先度変更は、第 1 の実施形態のように外部か らの指示によるもの

でも、第 2 の実施形態のように予め規定 した条件に基づいて行 っても良い。

[0140] ステ ップ 1 5 0 6 では、複数の分割画像データ間の重複領域 について、初

期条件、 も しくは現在の優先度が設定される。

[0141 ] ステ ップ 1 5 0 7 では、規定された優先度 に基づいて、画像表示装置 1 0

3 に表示用の画像データが生成 される。 ここで生成 された表示用の画像デ一

タは、重複領域の表示優先度 をもとに生成 された分割画像データを並べた画

像データである。

[0142] ステ ップ 1 5 0 8 では、表示用の画像データと して、ステ ップ 1 5 0 3 で

生成 された合成画像 と、ステ ップ 1 5 0 7 で生成 された優先度規定の表示画

像の内、何れの表示画像データを選択するかを判断する。表示用の画像デー

タと して合成画像データを選択する場合はステ ップ 1 5 1 0 に、 これまで説

明 してきた優先度 に基づき境界位置を変更 し、分割画像データを並べた表示



用の画像データを選択する場合はステップ 1 5 0 9 に進む。

[0143] ステップ 1 5 0 9 では、画像表示装置 1 0 3 に表示させる画像データとし

て、ステップ 1 5 0 7 で生成された分割画像データを選択 して生成 した表示

用の画像データが選択される。

[0144] ステップ 1 5 0 では、画像表示装置 1 0 3 に表示させる画像データとし

て、ステップ 1 5 0 3 で生成された合成画像データが選択される。

[0145] ステップ 1 5 1 では、スッテツプ 1 5 0 9 または 1 5 0 で選択された

表示用の画像データが、画像表示装置 1 0 3 に対 して出力される。

[0146] 本実施の形態では、分割画像データを選択 して生成 した表示用の画像デー

夕と、分割画像データをつなぎ合わせた合成画像の表示データとを用途に応

じて選択 して表示することで、低倍表示時の画面スクロ一ルおよび表示倍率

変更をスムーズに行うことができるとともに、高倍時には分割画像データ間

の境界部分の画像に基づく意図しない診断を防止することができる。

[0147] [ その他の実施形態]

本発明の目的は、以下によって達成されてもよい。すなわち、前述 した実

施形態の機能の全部または一部を実現するソフ卜ウェアのプログラムコ一 ド

を記録 した記録媒体 （または記憶媒体）を、システムあるいは装置に供給す

る。そして、そのシステムあるいは装置のコンピュータ （またはC P UやM

P U ) が記録媒体に格納されたプログラムコー ドを読み出し実行する。この

場合、記録媒体から読み出されたプログラムコー ド自体が前述 した実施形態

の機能を実現することになり、そのプログラムコ一 ドを記録 した記録媒体は

本発明を構成することになる。

[0148] また、コンピュータが、読み出したプログラムコー ドを実行することによ

り、そのプログラムコー ドの指示に基づき、コンピュータ上で稼働 している

才ペレ一ティングシステム （O S ) などが、実際の処理の一部または全部を

行う。その処理によって前述 した実施形態の機能が実現される場合も本発明

に含まれ得る。

[0149] さらに、記録媒体から読み出されたプログラムコー ドが、コンピュータに



挿入された機能拡張力一ドゃコンピュータに接続された機能拡張ュニッ卜に

備わるメモリに書込まれたとする。その後、そのプログラムコードの指示に

基づき、その機能拡張力一ドゃ機能拡張ュニッ卜に備わるC P Uなどが実際

の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機能

が実現される場合も本発明に含まれ得る。
[ 0150] 本発明を上記記録媒体に適用する場合、その記録媒体には、先に説明した

フローチヤ一卜に対応するプログラムコ一ドが格納されることになる。

[ 0151] また、第 1 から第3 の実施形態で説明してきた構成をお互いに組み合わせ

ることもできる。例えば、画像処理装置が撮像装置と画像サーバ一の両方に

接続されており、処理に用いる画像をいずれの装置から取得できるような構

成にしてもよい。その他、上記各実施形態における様々な技術を適宜組み合

わせることで得られる構成も本発明の範疇に属する。

[ 0152] 本発明は上記実施の形態に制限されるものではなく、本発明の精神及び範

囲から離脱することなく、様々な変更及び変形が可能である。従って、本発

明の範囲を公にするために以下の請求項を添付する。

[ 0153] 本願は、2011年12月27日提出の日本国特許出願特願2011-286786 、および20

12年12月26日提出の日本国特許出願特願2012-282782 を基礎として優先権を主

張するものであり、その記載内容の全てをここに援用する。

符号の説明
[01 54] 0 撮像装置

1 0 画像処理装置

1 0 3 画像表示装置

3 0 3 分割画像取得部

3 0 4 表示データ生成部

3 0 6 ユーザ一指示入力部

3 0 7 優先度指示部

0 0 3 分割画像データ取得部

1 0 0 4 表示データ生成部



優先度指定部

分割画像データ取得部

合成画像生成部

表示画像選択部

優先度指定部

表示データ生成部



請求の範囲

[ 請求項 1] 撮像範囲が互いに重複領域 を有するように撮像 された、

撮影対象の分割画像データに基づいて前記撮影対象の表示用の画像

データを生成する画像処理装置であ って、

前記複数の分割画像データを取得する画像データ取得部 と、

前記重複領域 について、予め設定された条件 に基づいて前記複数の

分割画像データか ら

表示 させる画像データを自動で選択する画像データ選択部 と、

前記重複領域 を、前記画像データ選択部で選択 された前記分割画像

データを用いて

画像表示装置 に表示 させる表示制御部 と、

を有することを特徴 とする画像処理装置。

[ 請求項 2 ] 前記予め設定された条件は、画像表示装置 に表示 させる前記分割画

像データの境界位置の変化 に基づ くものであることを特徴 とする請求

項 1 に記載の画像処理装置。

[ 請求項 3 ] 前記予め設定された条件は、画像表示装置 に表示 させる前記分割画

像データの表示 されている割合の変化 に基づ くことを特徴 とする請求

項 1 に記載の画像処理装置。

[ 請求項 4 ] 前記画像処理装置は、

バ一チヤルスライ ドシステムに用いることを特徴 とする請求項 1 に

記載の画像処理装置。

[ 請求項 5 ] 前記画像データ選択部 は、外部か ら入力されたユーザーか らの指示

によっても前記分割画像デ一タを選択で きることを特徴 とする請求項

1 又は 4 に記載の画像処理装置。

[ 請求項 6 ] 前記画像処理装置は、前記重複領域 について、

前記複数の分割画像データか ら表示 させる画像データを選択 して生

成 された撮影対象の画像データと、前記複数の分割画像 を合成 して生

成 された撮影対象の合成画像データと、のいずれかを表示 させるベ く



切 り替える切 り替え部 を更に有することを特徴 とする請求項 1 乃至 5

のいずれか一項 に記載の画像処理装置。

少な くとも、画像処理装置 と画像表示装置 を有する画像表示システ

厶 に お い て、

前記画像処理装置は、請求項 1 乃至 6 のいずれか一項 に記載の画像

処理装置であ って、

前記画像表示装置は、前記画像処理装置か ら送 られて くる撮影対象

の画像データに基づいて、分割画像 を選択 して表示することを特徴 と

する画像表示 シ ステ ム。

前記表示 シ ステ ム は、表示 されている前記分割画像の境界 を表示す

ることを特徴 とする請求項 7 に記載の画像表示 シ ステ ム。

撮像範囲が互いに重複領域 を有するように撮像 された撮影対象の分

割画像データを取得する画像データ取得工程 と、

前記重複領域 について、前記複数の分割画像データか ら予め設定さ

れた条件 に基づいて

表示 させる画像データを自動で選択する画像データ選択工程 と、

前記重複領域で、前記表示画像データ選択工程で選択 された前記分

割画像データを用いて

前記撮影対象の画像データを生成する表示画像データ生成工程 と、

を有することを特徴 とする画像処理方法。

撮像範囲が互いに重複領域 を有するように撮像 された、撮影対象の

分割画像データを取得する画像データ取得 ステ ップと、

前記重複領域 について、前記複数の分割画像データか ら予め設定さ

れた条件 に基づいて

表示 させる画像データを選択する画像デ一タ選択ステ ップと、

前記重複領域で、前記表示画像データ選択工程で選択 された前記分

割画像データを用いて

前記撮影対象の画像データを生成する表示画像データ生成 ステ ップ



と、

をコンピュータに実行 させることを特徴 とするプログラム。

[ 請求項 1 ] 請求項 1 0 記載のプログラムを記録 したコンピュータが読み取 り可

能な記憶媒体。



補 正 され た請 求 の範 囲
[2013 年 5月8 日（08.05.2013) 国 際 事 務 局 受理 ]

[ 請 求 項 1 ] ( 補 正 後 ）

撮 像 範 囲 が 互 い に 重 複 領 域 を 有 す る よ うに 撮 像 され た 、

撮 影 対 象 の 分 割 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、前 記 撮 影 対 象 の 表 示 用 の 画 像

デ ー タ を 生 成 す る画 像 処 理 装 置 で あ っ て 、

前 記 複 数 の 分 割 画 像 デ ー タ を 取 得 す る 画 像 デ ー タ 取 得 部 と、

前 記 重 複 領 域 に つ い て 、前 記 複 数 の 分 割 画 像 デ ー タ か ら表 示 させ る画

像 デ ー タ を選 択 す る画 像 デ ー タ 選 択 部 と、

前 記 重 複 領 域 を 、前 記 画 像 デ ー タ 選 択 部 で 選 択 され た 前 記 分 割 画 像 デ

ー タ を用 い て 画 像 表 示 装 置 に 表 示 させ る表 示 制 御 部 と、 を 有 し、

前 記 画 像 デ ー タ選 択 部 は 、画 像 表 示 装 置 に 表 示 させ る 前 記 分 割 画 像 デ

ー タ の 境 界 位 置 の 変 化 、又 は 、画 像 表 示 装 置 に 表 示 させ る前 記 分 割 画 像

デ ー タ の 表 示 され て い る割 合 の 変 化 に 基 づ い て 、前 記 複 数 の 分 割 画 像 デ

ー タ か ら表 示 させ る画 像 デ ー タ を 選 択 す る

こ と を 特 徴 とす る画 像 処 理 装 置 。

[ 請 求 項 2 ] ( 削 除 ）

[ 請 求 項 3 ] ( 削 除 ）

[ 請 求 項 4 ]

前 記 画 像 処 理 装 置 は 、

バ ー チ ヤ ル ス ラ イ ドシ ス テ ム に 用 い る こ と を 特 徴 とす る 請 求 項 1 に

記 載 の 画 像 処 理 装 置 。

[ 請 求 項 5 ]

前 記 画 像 デ ー タ選 択 部 は 、外 部 か ら入 力 され た ユ ー ザ 一 か らの 指 示 に

よ っ て も 前 記 分 割 画 像 デ ー タ を 選 択 で き る こ と を 特 徴 とす る 請 求 項 1

又 は 4 に 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。

[ 請 求 項 6 ] ( 補 正 後 ）

前 記 画 像 処 理 装 置 は 、 前 記 重 複 領 域 に つ い て 、

前 記 複 数 の 分 割 画 像 デ ー タ か ら表 示 させ る画 像 デ ー タ を選 択 して 生

補正 され た用紙 （条約第 19条 )



成 され た 撮 影 対 象 の 画 像 デ ー タ と、前 記 複 数 の 分 割 画 像 を合 成 して 生 成

され た 撮 影 対 象 の 合 成 画 像 デ ー タ と、の い ず れ か を 表 示 させ る ベ く切 り

替 え る切 り替 え 部 を 更 に 有 す る こ と を特 徴 とす る請 求 項 1 、 4 、 5 の い

ず れ か 一 項 に 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。

[ 請 求 項 7 ] ( 補 正 後 ）

少 な く と も 、画 像 処 理 装 置 と画 像 表 示 装 置 を 有 す る画 像 表 示 シ ス テ ム

に お い て 、

前 記 画 像 処 理 装 置 は 、請 求 項 1 、 4 乃 至 6 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 画

像 処 理 装 置 で あ っ て 、

前 記 画 像 表 示 装 置 は 、前 記 画 像 処 理 装 置 か ら送 られ て く る撮 影 対 象 の

画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、分 割 画 像 を 選 択 して 表 示 す る こ と を 特 徴 とす る

画 像 表 示 シ ス テ ム 。

[ 請 求 項 8 ] ( 補 正 後 ）

表 示 され て い る 前 記 分 割 画 像 の 境 界 を 表 示 す る こ と を 特 徴 とす る 請

求 項 7 に 記 載 の 画 像 表 示 シ ス テ ム 。

[ 請 求 項 9 ] ( 補 正 後 ）

撮 像 範 囲 が 互 い に 重 複 領 域 を 有 す る よ うに 撮 像 され た 、撮 影 対 象 の 分

割 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、前 記 撮 像 対 象 の 表 示 用 の 画 像 デ ー タ を 生 成 す

る画 像 処 理 方 法 で あ っ て 、

コ ン ピ ュ ー タ が 、前 記 複 数 の 分 割 画 像 デ ー タ を 取 得 す る画 像 デ ー タ 取

得 工 程 と、

コ ン ピ ュ ー タ が 、前 記 重 複 領 域 に つ い て 、前 記 複 数 の 分 割 画 像 デ ー タ

か ら表 示 させ る画 像 デ ー タ を 選 択 す る画 像 デ ー タ 選 択 工 程 と、

コ ン ピ ュ ー タ が 、前 記 画 像 デ ー タ選 択 工 程 で 選 択 され た 前 記 分 割 画 像

デ ー タ を 用 い て 前 記 重 複 領 域 を 前 記 画 像 表 示 装 置 に 表 示 させ る 表 示 ェ

程 と、 を 有 し、

前 記 画 像 デ ー タ選 択 工 程 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ が 、前 記 画 像 表 示 装 置 に

表 示 させ る前 記 分 割 画 像 デ ー タ の 境 界 位 置 の 変 化 、又 は 、前 記 画 像 表 示

補正 され た用紙 （条約第 19条 )



装 置 に 表 示 させ る 前 記 分 割 画 像 デ ー タ の 表 示 され て い る割 合 の 変 化 に

基 づ い て 、前 記 複 数 の 分 割 画 像 デ ー タ か ら表 示 させ る画 像 デ ー タ を選 択

す る

こ とを 特 徴 とす る画 像 処 理 方 法 。

[ 請 求 項 1 0 ] ( 補 正 後 ）

請 求 項 9 に 記 載 の 画 像 処 理 方 法 の 各 工 程 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 させ

る

こ とを 特 徴 とす る プ ロ グ ラ ム 。

[ 請 求 項 1 1 ]

請 求 項 1 0 記 載 の プ ロ グ ラ ム を 記 録 した コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 取 り可

能 な 記 憶 媒 体 。

補正 され た用紙 （条約第 19条 )
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Box No. I I Observations where certain claims were found unsearchable (Continuation of item 2 of first sheet)

This international search report has not been established in respect of certain claims under Article 17(2)(a) for the following reasons:

Claims Nos.:
because they relate to subject matter not required to be searched by this Authority, namely:

Claims Nos.:
because they relate to parts of the international application that do not comply with the prescribed requirements to such an
extent that no meaningful international search can be carried out, specifically:

Claims Nos.:
because they are dependent claims and are not drafted in accordance with the second and third sentences of Rule 6.4(a).

Box No. Ill Observations where unity of invention i s lacking (Continuation of item 3 of first sheet)

This International Searching Authority found multiple inventions in this international application, as follows:
J P 2 0 0 7 - 1 1 0 2 0 7 A (h e r e inafte r , r e ferred t o a s " Do cument 1 ) d i s clo s e s ,

a t paragraph s [ 0 0 2 9 ] t o [ 0 0 3 6 ] and [ i g u r e 7 ] , a n i nventi o n i n whi c h a n obj e c t
i s f i lmed w i t h a camera ; and the reafte r the came r a i s moved and a s d e obj ect
i s f i lmed w i t h the camera i n such a way a s t o have a p o rti o n overlapped w i t h
the previous l y f i lmed image ; and a n image o f one o f the ove r l apped p o r t ions
i n the two f i lmed image s i s s e l ected automati cal l y o r b y the u s e r o n the bas i s
o f some index t o the reby synthe s i z e the two f i lmed image s s o a s t o prepare
a pano rami c image -
( Cont inued t o ext r a sheet )

. □ A s all required additional search fees were timely paid by the applicant, this international search report covers all searchable
claims.

2 . A s all searchable claims could be searched without effort justifying additional fees, this Authority did not invite payment of
additional fees.

3. □ A s only some of the required additional search fees were timely paid by the applicant, tms international search report covers
only those claims for which fees were paid, specifically claims Nos.:

4 . □ N o required additional search fees were timely paid by the applicant. Consequently, this international search report i
restricted to the invention first mentioned in the claims; it i s covered by claims Nos.:

Remark on Protest The additional search fees were accompanied by the applicant's protest and, where applicable, the
payment of a protest fee.

The additional search fees were accompanied by the applicant's protest but the applicable protest
fee was not paid within the time limit specified in the invitation.

N o protest accompanied the payment of additional search fees.

Form PCT/ISA/210 (continuation of first sheet (2》（July 2009)
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Consequentl y , the i nventi ons of claims 1, 5, 7 and 9- 11 cannot be
con si dered t o be novel i n the l ight of the i nvent ion di sclo sed i n the
document 1 and doe s not have a speci al t echni cal feature , si nce the r e
i s no di f f erence i n con f i gurati on between the invent ions of cl aims 1,
5, 7 and 9- 11 and the i nventi on di sclo sed i n the document 1 .

The r ef or e , two or more i nventi ons, whi ch compri se a group of i nventions
of claims 1, 5, 7 and 9- 11 as a ma n i nventi on group , are involved i n
the pre sent i nternati onal appl i cat ion .

Form PCT/ISA/210 (extra sheet) (July 2009)



国際調査報告 国際出願番号 P C J P 2 0 1 2 / 0 8 3 8 3

発 明の属す る分野の分類 （国際特許分類 （I P C ) )

Int.Cl. G01N21/17 (2006. 01) i , G02B21/36 (2006. 01) i ，G06T3/00 (2006. 01)

B . — 調査 を行った分野
調査 を行った最小限資料 （国際特許分類 （I P C ) )

Int.Cl. G01N21/00- 21/61 ，G01N21/84- 21/958 ，G02B21/36, G06T3/00

最小限資料以外の資料で調査 を行 った分野に含まれ るもの

日本国実用新案公報
日本国公 開実用新案公報
日本国実用新案登録公報
日本国登録実用新案公報 221

ooo9
国際調査で使用 した電子デ -ス （デぃ -ス の 9名111 称 、調査 に使用 した用語 )

6333
JSTPlus QDreaml l ) 年年年年

C . 関連す ると認 め られ る文献
引用文献の 関連す る
カ テ ゴ リー * 引用文献名 及び一部の箇所が関連す るときは、そ の 関連す る箇所の表示 請求項 の番号

X JP 2007-110207 A (松 下電器産業株 式会社） 2007· 04· 26， 【0 0 2 1，5-11

Y 9 】一 【0 0 3 6 】段落 ，【図 7 】 （フ ァ ミリー な し） 2-4

Y JP 2008-077501 A (オ リン パ ス 株 式会社） 2008. 04. 03, 【0 0 2 0 】 2，3

一 【0 0 2 4 】段落 & W0 2008/035636 A 1

Y JP 2008-191427 A (オ リ 味式会社） 2008· 08. 21, 【請求項 1 】

& US 2008/0187208 A 1

C 欄 の続 きに も文献が列挙 されてい るc パ テ ン トフ ァ ミ リー に関す る別紙 を参照。

* 引用文献 の 日の後に公表 された文献
ΓΑ 」特 に関連のある文献ではなく、一般的技術水準 を示す 「Τ 」国際出願 日又は優先 日後 に公表 された文献であって

もの 出願 と矛盾す るものではな く、発明の原理又は理論
ΓΕ 」国際出願 日前の出願 または特許 であるが、国際出願 日 の理解 のために引用す るもの

以後 に公表 され た もの 「X 」特に関連のある文献であって、当該文献のみで発明
「L 」優先権主張に疑義 を提起す る文献又は他 の文献の発行 の新規性又は進歩性がない と考 え られ るもの

日若 しくは他 の特別 な理 由を確 立す るために引用す ΓΥ 」特に関連のある文献であって、当該文献 と他の 1 以
る文献 （理 由を付す） 上の文献 との、当業者 に とって 自明である組合せ に

Γθ 」 口頭 による開示、使用、展示等に言及す る文献 よって進歩性 がない と考 え
ΓΡ 」国際出願 日前で、かつ優先権の主張の基礎 となる出願 Γ& 」同一パ テ ン トフ ァ ミ リー 文献

国際調査 を完了 した 日 国際調査報告の発送 日
0 5 . 0 3 . 2 0 1 3 9 . 0 3 . 2 0 1 3

国際調査機 関の名称及びあて先 特許庁審査官 （権限のある職員） 2W 4 4 0 5

日本 国特許庁 （I S A J Ρ ) 中村 祐ー
郵便番号 1 0 0 — 8 9 1 5

東京都千代 田区霞が関三丁 目4 番 3 号 0 3 - 3 5 8 1 - 1 1 0 内線 3 2 9 2
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C (続き）. 関連すると認められる文献
引用文献の 関連する
カテゴリー * 引用文献名 及び一部の箇所が関連するときは、その関連する箇所の表示 請求項の番号

A JP 2009-003016 A (株式会社ニコ 2009. 01. 08, 全文、全図 （フ 1-11

了 ミリーなし）

A JP 2005-164815 A (オ リ 、。ス株式会社）2005. 06. 23，全文、全図 & 1-11
US 2005/0211874 A1

様式 P C T I S A 2 1 0 (第 2 ペー ジの続き） （2 0 0 9 年 7 月）



国際調査報告 国際出願番号 P C T / J P 2 0 1 2 / 0 8 3 8 3

第 Π欄 請求の範囲の一部の調査ができない ときの意見 （第 -ジの 2 の続き）

法第8条第3項 （P C T 17条 （2) (a) ) の規定により、この国際調査報告は次の理 由により請求の範囲の一部について作
成 しなかった。

1 . 請求項 は、この国際調査機関が調査をすることを要 しない対象に係 るものである。
つま り、

2 . 請求項 は、有意義な国際調査をすることができる程度まで所定の要件を満
ない国際出願の部分に係 るものである。つまり、

3 . 請求項 は、従属請求の範囲であってP C T 規則 6. 4 (a) の第 2 文及び第3文の規定に
従って記載されていない

第 欄 発明の単一性が欠如 しているときの意見 （第 -ジの 3 の続き）

次に述べるようにこの国際出願に二以上の発明があるとこの国際調査機関は認めた。
JP 2007-1 10207 A (以下、「文献 1」という。）の【0029 】一【0036 】段落，【図7 】には、被写体をカメラで撮像 した後、

前記カメラを移動させて、先程の撮像 画像 とオーバラップを有するように、サイド被写体をカメラで撮像 し、2 枚の撮像 画像
における、一方の才- バラップ部の画像 を、何 らかの指標 に基づいて、自動的、または、ュ- ザにより選択することにより、前
記 2 枚の撮像 画を合成 し、パノラマ画像 を作成する発 明が記載されている。してみると、請求項 1 , 5 , 7 , 9 — 1 1に係る
発 明と、文献 1に記載 された発 明との間に、構成上の差異はないので、上記請求項に係る発 明は、文献 1に記載 された
発 明に対 して新規性が認められず、特別な技術的特徴を有するものではない。
したがって、この国際 出願には、請求項 1 , 5 , 7 , 9 — 1 1に係る一群の発 明を主発 明とする、二以上の発 明が含まれて

いる。

出願人が必要な追加調査手数 期間内に納付 したので、 この国際調査報告は、すべての調査可能な請求
項について作成 した。

2 . 追加調査手数料を要求するまでもなく、 調査可能な請求項について調査するこ とがで きたので、追加調
查手数料の納付を求めなかった。

3 . 出願人が必要な追加調査手数料を一部のみ しか期間内に納付 この国際調査報告は、手数料の納
付のあった次の請求項のみについて作成 した。

4 . 出願人が必要な追加調査手数料を期間内に納付 しなか たので、この国際調査報告は、請求の範囲の最初に記載
されている発明に係 る次の請求項について作成 した。

追加調査手数料の異議の申立てに関する注意
□ 追加調査手数料及び、該当する場合には、異議 申立手数料の納付 と共に、出願人から異議 申立てがあ- ' た。

追加調査手数料の納付 と共に出願人から異議 申立てがあつたが、異議 申立手数料が納付命令書に示 した期間
内に支払われなかった。
追加調査手数料の納付はあつたが、異議申立てはなかった。

様式 P C I S A / 2 1 0 (第 -ジの続葉 （2 ) ) ( 2 0 0 9 年 7 月）
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